
 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

非核３原則の堅持を求める意見書－県議会で賛成多数で可決－ 
岩手県議会は、７月３日最終本会議で非核３原則の堅持を求める             

る意見書を賛成多数で可決しました。意見書では、県内３３市町村                          

が非核自治体宣言を行っており、官民一体となって平和への歩みを 

確固たるものにしてきた実績があると強調。核の脅威が高まる時代 

だからこそ、平和国家である日本が非核３原則の見直しへと動くこ 

とは、「世界の軍事的緊張を高める逆効果を招き、核廃絶への道を 

遠ざける」と警告し、国際的信頼の基盤である非核３原則を将来に

わたり堅持するよう強く要望すると述べています。 

意見書可決は、当岩手の会が提出した請願の採択を受けたものです。非核３原則堅持を求める地

方議会での意見書は、高市政権発足後、広島県、長崎県、神奈川県、長野県、広島市、長崎市、千

葉市、鳥取市など 73 議会であがっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める岩手県民の会≫（賛同参加団体６１） 

幹事団体 岩手県原爆被害者団体協議会／平和環境岩手県センター／原水爆禁止岩手県協議会／ 
岩手県生活協同組合連合会  電話：019—684—2225 FAX：019-684-2227 

発行：核禁条約批准を求める岩手の会  

事務局：岩手県生活協同組合連合会  

☎019-684-2225 

＜日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名＞ 

岩手の署名数（７月末現在）６１，９７３筆 
◇県内自治体首長に働きかけている個人署名は、達増知事含め現在までに２２人が署名しています 

※署名用紙のご希望は、各幹事団体までお知らせください。 

≪核禁条約批准を求める岩手の会 街頭宣伝のお知らせ≫ 

８月２９日（土）１１：３０～１２：００  

クロステラス盛岡前（盛岡市大通） ※小雨決行 

核兵器も戦争もない人間社会を 

９月２７日（日） １０：００～１２：００  

岩手教育会館 多目的ホール参加無料 
申込締切：９/１８ 

内容：田中煕巳氏（日本被団協代表委員）記念スピーチ、高校生平和大使の発表    

 

TEL：０１９­６８４­２２２５      ※ライブ配信もあります 

FAX：０１９­６８４­２２２７        

メール：sn.ikenren@todock.coop       https://youtube.com/live/st9CJPXs6zk 


